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けて始まりましたが、第１回の協議会での話し合い
が大変参考になっています。悩みの種は日程調整
で、なかなか全員が集まると言うわけにはいきませ
んが、一堂に会して直接話し合うことの大切さを強
く感じた一日でした。
協議会報告とは直接関係はありませんが、10月
より、HANDSプロジェクトの一環として、国際・
教育学部の学生を対象にした授業科目「グローバ
ル化と外国人児童生徒教育」が新規開講されてい
ます。受講者は 50-60人で、本プロジェクトに関係
する複数の教員が平均 2 回を担当する体制で進め
ています。自分は 2回の担当を終えましたが、何と
言うか、新たなスタ トーを前にして、気持ちの良い
緊張感で臨みました。授業中の態度や授業の感想
文などから、学生たちの関心も全体的に高いと感
じました。HANDSプロジェクトの諸事業にもっと
多くの人の目を向けさせたいと思っています。
国際学部多文化公共圏センターコーディネーター 矢 部 昭 仁
「多言語による高校進学ガイダンス」実施報告
本プロジェクトの今年度の事業の一つ「多言語
による高校進学ガイダンス」を10月24日（日）に
本学大学会館多目的ホールで開催しました。このガ
イダンスは日本語がまだよく理解できない中学校の
生徒と保護者に日本の学校制度や高校進学につい
ての正確な情報を
伝えることが目的
でしたので、使用
する資料を 6か国
語（ポルトガル語・
中国語・スペイン
語・フィリピン語・タイ語・英語）に翻訳しました。
参加者を言語別で分けると、ポルトガル語 41名（生
徒 14 名、同行者 27名）、スペイン語 22 名（生徒
8 名、同行者14 名）、中国語 11名（生徒 4名、同
行者 7名）、フィリピン語 13 名（生徒 4 名、同行
者 9 名）、タイ語 3 名（保護者のみ参加）となり見
学者を合わせると102 名の参加がありました。
このガイダンス
は 3部構成で進め
ました。まず、翻
訳資料を使って高
校進学に関するこ
とについて説明し
ました。14 名の通訳者がそれぞれのテーブルで担
当言語を介して説明しました。次に各テーブルで説
明時に出た質問に答える時間を作りました。各テー
ブルからの質問を通訳者が日本語に訳し、その質
問に関係者が回答しました。一つひとつのやり取り
の合間に随時通訳の時間を設けました。最後は日
本で高校進学を経験した現役高校生 2 名、大学
生 2 名に来てもらい、会場からの様 な々質問に答え
てもらいました。質問の中には「受験勉強は何時間
くらいしましたか」など具体的な質問もありました。
ガイダンスの参加者に感想や意見などを書いても
らいましたので、最後に少し紹介します。
まずアンケ トーを書いてくれた40 名の保護者（同
行者）のうち 36 名が、「本日の進学ガイダンスは
満足でしたか」という質問に「満足」と回答しました。
以下、主な理由を抜粋します。（括弧内は使用言語）
・外国人にとって日本の教育システムがよくわ
からないので。（ポルトガル語）
・子どもたちが入学できる高校の選択肢が意外に
多いことが分かりました。（フィリピン語）
・日本の教育システムのよいところを知ること
ができてよかった。（スペイン語）
・大変ためになりました。多くの疑問点を解消
することができました。（ポルトガル語）
・母語の通訳のおかげで充分理解が得られた
事。（中国語）
・外国人生徒や保護者を真剣に心配し支援して
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くれた企画でした。（ポルトガル語）
一方、4名の方が「やや満足」と回答しましたが、
その理由を挙げます。
・高校生活全般についてもっと知りたかった。
（スペイン語）
・情報がもっとほしかった。（タイ語）
・質問に対する応答は満足でしたが、情報量が
不足していると思う。（タイ語）
次に中学生の意見です。回答をしてくれた20名中
16名が「満足」と回答しました。主な理由を記しま
す。
・進学に関して、よくわからなかったことが分
かり、大変助かりました。このガイダンスの
おかげで私は進学先を選択することができま
した。（ポルトガル語）
・特に卒業生の体験談がすごく良かったです。
ありがとうございました。（日本語）
・説明がとてもわかりやすく、高校への進学に
もとても参考になりました。（日本語）
・一つひとつのテーブルに通訳者がついて、と
てもわかりやすかった。（日本語）
・おもしろかった。（日本語）
　その他は「やや満足」が2名、「どちらともい
えない」が2名でした。「どちらともいえな
い」と答えた生徒の理由を記します。
・開催時間が長い。（日本語）
・このような説明は学校でしてくれた。（中国語）
このほかにも、いろいろな意見がだされました。
このアンケ トー結果をさらにまとめまして、12月4日
開催予定の「子ども教育フォーラム」（詳細は巻末
の事務局だより参照）で報告したいと思います。
【多言語による進学ガイダンス実行委員】（敬称略・順不同）
田巻　松雄　　宇都宮大学国際学部教授・研究代表
臼井　行光　　栃木県国際交流協会　事務局次長
村田　　孝　　宇都宮市国際交流協会
　　　　　　　日本語委員会委員長
宇賀神　俊彦　宇都宮市教育委員会
　　　　　　　学校教育課指導主事　
渡辺　美千恵　栃木県立真岡女子高等学校教諭
渡邉　恭子　　栃木県立宇都宮清陵高等学校教諭
郡司　英美　　宇都宮市初期日本語指導教室
　　　　　　　｢はばたき清原教室｣ 担当員
梁　　恵林　　宇都宮市初期日本語指導教室担当員
佐藤　和之　　真岡市立真岡西小学校教諭
若林　秀樹　　宇都宮大学国際学部特任准教授
スエヨシ・アナ　宇都宮大学国際学部講師
原田　真理子　佐野市日本教室指導助手
矢部　昭仁　　国際学部多文化公共圏センター
　　　　　　　コーディネーター
【資料翻訳・通訳者】（敬称略・順不同）
福田　千恵子　栃木県国際交流協会
上田　ナオミ　宇都宮大学国際学部 4 年
外間　ルアナ　栃木県国際交流協会
櫻井　宏美　　宇都宮市国際交流協会
喜入　影雪　　宇都宮市国際交流協会
大橋　弭雪梅　宇都宮市国際交流協会
張　　文祥　　宇都宮大学大学院国際学研究科1年
登嶺子　紀香　栃木県国際交流協会
アサニド・ウィルソン　栃木県国際交流協会
デディオス・イスマエル　宇都宮市国際交流協会
菅野　ユニス　宇都宮市国際交流協会
マナラング マリキット グルエット　
　　　　　　　宇都宮大学国際学部 4 年
デディオス 千春　宇都宮市国際交流協会
石和 スワンニー　栃木県国際交流協会
高山　ゆい　　栃木県国際交流協会
【体験談発表者】
登嶺子 グレイシア　獨協大学国際教養学部 4 年　
仲松 ミゲル アンヘル   宇都宮大学国際学部 1年
山田 ファビアナ カオリ 
　　　　　　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 3 年
具　　恩圣　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
【その他の協力者】
菱沼　千春　　宇都宮大学国際学部 3 年
　　　　　　　（宇都宮大学サークル：ナムチャイ、
　　　　　　　以下4名同じ））
高橋　奈津美　宇都宮大学国際学部 2 年
小田嶋　泉　　宇都宮大学国際学部 2 年
青野　宏美　　宇都宮大学国際学部 2 年
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宮城　りょうこ　宇都宮大学国際学部 2 年
柳真　梨奈　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 3 年
　　　　　　　（宇都宮清陵高等学校国際理解部員、
　　　　　　　以下３名同じ）
佐藤　　有　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
小森　咲希　　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
早房　由季恵　栃木県立宇都宮清陵高等学校 2 年
11月 4日、HANDSプロジェクト主催による第 2
回外国人児童生徒支援会議が開催されました。こ
の会議は栃木県内40の小中学校に設置されている
「外国人児童生徒教育拠点校」で外国人児童生徒
教育を担当している教員で組織されています。第 1
回は夏休み中の 8月19日に開催されましたが、今
回は学校行事の忙しい時期にも関わらず、前回を
上回る27名の参加がありました。
HANDSプロジェクト外国人児童生徒支援会議
では、今年度の目標として学校現場等で活用して
いただける外国人児童生徒教育に関するQ&A集
の発行を掲げています。それを受け、今年度の活
動はQ&Aの内容を参加者全員で協議する目的と
同時に、普段は人に相談したり意見を聞いたり出来
ない課題や疑問について、一人一人が研修を深めて
もらおうという目的も持っています。
今回は、事前に参加者から寄せられた 60を超
える疑問・質問を、HANDSプロジェクトスタッフ
が分析して46 にまとめて回答を提示すると共に、
そのいくつかについて協議し意識を深めました。
外国人児童生徒に対する試験や評価に関するこ
とや、言語習得のどの段階まで支援を継続するべ
きかなど、答えを出すことの難しい課題についても
熱心に意見が交わされました。また、学級担任との
連携についてや、文部科学省が推奨するJSLカリ
キュラムの取り入れ方などについては、参加者の中
から実際の取り組みや成果を発表してもらいました。
もう一つの話題が「だいじょうぶnet.」の公開です。
これは、外国人児童生徒の支援に当たる教員やその
他の指導員たちをつないで、情報の提供をしたり研修
し合うためのホームページで、外国人児童生徒支援
会議での協議内容もその大きな役割を担います。
一番の特徴は、利用者が送信する一つ一つの質
問について、親身になった回答が提供される点です。
「だいじょうぶ net.」のように、外国人児童生徒教
育について、質問者の状況に応じた回答を得ること
が出来るサイトは全国的にも例がありません。特に
日本語指導のノウハウのない学校等において、支
援の向上につながることが期待されます。また、ス
タッフによってその内容に広く共有する必要性が認
められた場合には、個人情報等を十分に考慮の上
文章を書き換えた後に、Q&Aコーナーに追加され
て誰でも閲覧が可能となります。
第 1回に続き今回も感じたことは、拠点校で取り
組んでいる教員だれもが、外国人児童生徒の身に
なって悩み、試行錯誤を繰り返していると言うこと
です。それら悩みを共有しながら力を合わせる場が
あることで、解決の難しい問題も何らかの打開策
が見えてくるはずと確信しています。
進め、日本語教室！
国際学部特任准教授　外国人児童生徒支援会議担当 若 林 秀 樹
「進め、日本語教室！」
～第2回 外国人児童生徒支援会議　開催～
